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厚生労働科学研究費補助金 (がん対策推進総合研究事業) 
分担研究報告書 

 
高齢がん患者に対する簡便で効果的な効果的な診療プログラムの開発 

（普及・実装に向けての基盤整備の検討） 
  

研究分担者 長島文夫 杏林大学医学部腫瘍内科学 教授 
 

     
研究要旨 本研究班で用意した診療支援プログラムを用いて、実際の医療現
場へ普及・実装させるための方策について検討し、基盤整備を行った。①老
年医学分野、看護学分野、多職種等への展開を推進するために次の活動を行
った。（１）日本老年医学会において、高齢者のがん診療委員会を設置し、本
邦における協力体制、教育プログラムの可能性について議論を開始した。
（２）日本がん看護学会学術集会において老年腫瘍学の教育講演を行い、本
研究班の渡邊真理研究分担者（同学会副理事長）を通じて、同学会での協力
を開始した。（３）日本がんサポーティブケア学会高齢者のがん治療部会（研
究分担者が部会長）において、多職種への展開について議論し、次年度には
教育プログラムとして開始する方針となった。②高齢者でも使用可能なウェ
アラブルデバイスを活用することで、がん治療中の患者の生体情報をモニタ
リング可能である。意思決定支援のための診療支援プログラムや高齢者機能
評価との相補性について議論を開始した。 

 
A．研究目的 
 これまでに、研究分担者は 2015 年 6 月に開
催されたがん対策推進協議会における「今後
のがん対策の方向性について」のとりまとめ
を参考に、高齢者に関連する内容を（１）高
齢者に適した治療法の確立（臨床研究の推進）、
（２）大規模データベースの構築と活用、
（３）情報弱者（高齢期）に対する適切な情
報提供・意思決定支援、（４）費用対効果の観
点からの政策検証、（５）医療と介護の連携、
（６）認知症対策を行いながらのがん医療、
の計 6項目として拾い上げ、第 60 回がん対策
推進協議会（2016 年 9 月 30 日開催）で「高
齢者のがんへの対策」の検討すべき優先事項
として提案した。 
国際老年腫瘍学会では、腫瘍医と老年医を

対象に、腫瘍医は老年医学の知識をまた老年
医は腫瘍学の知識を吸収し、総合的に老年腫
瘍学を学べるように配慮された教育セミナー
を開催している。本邦では日本臨床腫瘍学会
にて「老年腫瘍学セミナー」を国際老年腫瘍
学会と協力して 2017 年度から開催してきた。
内容は主としてがん薬物療法に関連するプロ
グラムで、外科学・緩和医療などの領域や多
職種に対する支援プログラムについてはさら
なる工夫が必要な状況である。 
高齢者の脆弱性判断には、高齢者機能評価

が用いられており、本研究班においてもその
応用について検討している。一方で、医師の
働き方改革等を背景に ICT 等を活用した診療
の効率化が求められている。これまでに高齢
者機能評価をタブレット端末で効率よく採録
するシステムを構築してきたが、ICT 分野の
進歩によりリアルタイムで生体情報をモニタ
リングするウェアラブルデバイスも開発され
ている。研究分担者は、高齢者でも使用可能
なシステムを開発中であり、がん診療に活用
する可能性についても探索すべきと考えてい
る。 
そこで本分担研究では、これまでの本邦に

おける老年腫瘍学の展開を加味したうえで、
本研究班で作成した診療プログラムを実際の
医療現場へ普及・実装させるための効果的な
方策（体制や実施法）について検討し、その
ための基盤整備を行うことを目的とした。 
 
 
B．研究方法 
本分担研究では、以下 2 事項について基盤整
備のための検討を行った。 
 
①診療プログラムを展開するための各学会等
への協力依頼； 
研究分担者が関わっている、高齢者のがん



- 22 - 
 

診療に関連する学術団体等（日本臨床腫瘍学
会、日本癌治療学会、がん治療認定医機構、
日本老年医学会、日本がんサポーティブケア
学会、日本がん看護学会、国際老年腫瘍学会、
日本臨床腫瘍研究グループ）の担当者、研究
班（厚生労働省、AMED 等）の研究者と協議を
重ね、診療プログラムを展開する方法につい
て協議した。また、がん患者代表 3 名（一般
社団法人全国がん患者団体連合会加盟団体代
表者等）と意見交換を行い、全体にフィード
バックできるよう配慮した。 
 
②ICT を活用した意思決定支援のための情報
収集システムの開発； 
研究分担者は、これまでにタブレット端末

を用いて高齢者機能評価を採録し活用するシ
ステムを構築した（厚生労働省がん臨床研究
事業 2011-2013 年度）。また、現在、AMED ロ
ボット介護機器開発・導入促進事業「ロボッ
ト介護機器の科学的効果実証研究」（代表研究
者：松井敏史）において、高齢者でも利用可
能なウェアラブルデバイスを用いて生体情報
（活動量、心拍数、心拍変動等）を収集する
システムを準備している。このシステムをが
ん診療、特にがん薬物療法中の患者モニタリ
ング法として活用するための準備を開始した。
本診療プログラム、高齢者機能評価などとの
相補的活用について検討していく。 
 
 
C．研究結果 
①診療プログラムを展開するための各学会

等への協力依頼； 
本年度は老年医学分野、看護学分野、多職

種等への展開を推進するために次の活動を行
った。（１）日本老年医学会において、高齢者
のがん診療委員会を設置し、本邦における協
力体制、教育プログラムの可能性について議
論を開始した。（２）日本がん看護学会学術集
会において老年腫瘍学の教育講演を行い、本
研究班の渡邊真理研究分担者（同学会副理事
長）を通じて、同学会での協力を開始した。
（３）日本がんサポーティブケア学会高齢者
のがん治療部会（研究分担者が部会長）にお
いて、多職種への展開について議論し、次年
度には教育プログラムとして開始する方向と
なった。がん患者代表者からは、標準治療が
実施できない場合の対応、安価な治療の工夫、
医療従事者間の情報共有の重要性などについ
て意見をいただき、今後の展開へフィードバ

ックする予定である。 
 
②ICT を活用した意思決定支援のための情報
収集システムの開発； 
 本年度は、「ロボット介護機器の科学的効果
実証研究」班において、ウェアラブルデバイ
ス/スマートホンを用いた実施可能性試験を
開始したところである。外来がん薬物療法外
来における実地診療では、高齢者であっても
スマートホンを活用し、自身のバイタルサイ
ン測定を経時的に記録している患者も一定数
おり、実施可能性試験データを確認したうえ
ではあるが、がん薬物療法を行う患者を対象
に、生体情報継続的モニタリングの活用法（診
療プログラム、高齢者機能評価との相補性）
を探索することは意義があると考えた。 
 
 
D．考察 
本研究班では診療支援プログラムを開発し

たところであるが、今後は普及実装工程の確
立と、併せてアウトカムの改善などの効果に
ついての評価も必要である。がん拠点病院の
みならず、一般病院においても、具体的な普
及を見据えた一般化が重要である。支援プロ
グラムを各学術集会で開催する教育セミナー
等で展開することが期待される。一方で、教
育セミナーの参加は、地域性や院外研修の時
間的制約などから機会が限定される可能性が
あるため、今後は各地域の特性に配慮した展
開、オンラインでのトレーニングなどについ
ても工夫が必要と考えられる。今後の開発に
向けて、持続可能性の高い e-learning システ
ム、参加者の継続意欲を高める方法、ICT 企
業等との連携も併せて開始している。 
実地診療においては、初回の治療方針決定

後であっても、副作用や全身状態の変化、患
者の意向にも配慮しながら診察ごとに意思決
定が継続して行われる。意思決定支援は在宅
における生活状況の情報も踏まえて総合的に
行われることが理想であり、患者自身の申告
に加えて、生体情報継続的モニタリングによ
る把握が有用な可能性がある。本年度は、が
ん患者における生体情報の経時的データはま
だ得られていないが、本診療プログラムや高
齢者機能評価との相補性について検討するこ
とは意義深いと考えられ、準備を継続する。 
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E．結論 
本研究班で用意した診療プログラムをがん

診療に関連する各学術集会の教育システム等
において展開する可能性と多職種に向けた教
育の場等を工夫するための工程について協議
した。 
 
 
F．健康危険情報 
 特記すべきことなし。 
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